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発 行 日・昭和 55年 6月 30日
東京都渋谷区代々木神園町 3番 1号

国立ォリンめ 犯 念青少年総合センター内

財 団法人 日本学校体育研究連合会

編集責任 者 理事長 重 田  一

転   換

人間は自分の今までやってきたことを変

えるとい うことはなかなか難しい。殊に財

務収入の方策を転換するとなると大変であ

る。時には、その家族全体の生命に危険を

及ぼす。

まして、組織の収入源の転換 ということ

は並たいていではない。 しかも、その業務

をそこなわずその組織を破壊 しないように

することは、至難中の至難と言わなければ

ならない。

今や、 この日本学校体育研究連合会はそ

の転換の方策を探っているところである。

したがって、一度中断しようとした研究

助成を補正予算を組むことで続行すること

にした。しかし、その金額たるや従前の も

のと比べて 3分の 2で ある。増額 したいと

思 うが、元来が基金のある財団ではない。

あるのは私の企画力だけである。だが近い

中に増額したい。

機関誌をやろうと言い出せば危ないとい

う。 し力>し 、 やらないわけにはいかない。
そこで次善の策として「新小学校体育全集」

会長  大 石 三四郎

をやることにした。しかし、それが収入にな

るには年数がいる。そこで、考え出したの

が、「 こどもと親の体育シリーズ」だ。

「 お菓子とこども」、「 自転 車 と こ ど

も」、「 ごどもと靴 」、「 傷害とこども」、

「 スピー ドとスポーツ」、「 ウエアーとス

ポーツ J、 「 水 とこども」、「 日とスポー

ッ J、 「 山とスポーツ」、「 海 とス ポー

ツ」、「 り||と スポーツ」、「 スポーツと障

害児 」………とい うような題日でA5判の

写真と絵入 りの親子向けの保健体育の読み

ものである。

そして、この「 こどもと親の体育シリー

ズ」を試み、そして「 新小学校体育全集 」

次に、月刊の雑誌など体育・スポーツ、保健

の出版を考えている。

さらにできれば事業部を創って何か品物

を紹介し、とい うように収入 の道 を考 え

て、■……・と各地方に送 る研究費を増額 した

い。これが私の夢である。

(筑波大学名誉教授・国立特殊教育総合研

究所長)
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第  6 号 学  体  連 報

全 国 評 議 員 会

(報 告

理 事 会

昭和55年 4月 26日、国立オリンピック記念青少年総合センター研修館第 702号室において

開催した。当日は、全国各地か ら多数ご出席いただき、昭和55年度事業計画および収支予算

案の審議を始め、学体連の組織運営に関する課題について、終始熱心な協議を経て、予定

の議事をご承認願い、本年度の発足に備えることができました。

以下、当日決定された主たる事項を記し、ご報告いたします。

1. 昭和 55年度事業計画

1 第 19回全国学校体育研究大会

昭和 56年 1月 20日 (火).21日 (水) 東京都において開催

2.第 30回全国保健体育優良校・第 10回体育功労者表彰

昭和56年 1月 20日 (火)午前10時 よう。第 19回全国大会の開会式に続いて行 う。

3 第10回全国学校体育指導者講習会

会場 東京都  8月 ν日

4.助 成 事 業

(1)全国大会研究調査助成 (2)学 校体育研究の作成

0)研 究助成については、その復活について本部に一任した。補正予算書別途送

付す。

5 加盟分担金の納入について

加盟分担金は、昭和 54年 度全国評議員会・理事会において従前の額より倍額にすること

に承認されてお りますことは、第 4号学体連会報によってご了承いただいたと存じてお り

ます。

つきましては、年度早々で恐縮ですが、なるべ く早い時期に本部あて納入下 さいますよ

うお願いいたします。

6.当 日は、以上のほか、昭和54年度事業および会計報告、役員等の選任などが承認さ

れましたが、内容は省略いたします。
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2. 昭和 55年度収支予算書

収 入 の 部 財団法人 日本学校体育研究連合会
科 目 本年度予算額 前年度予算霧 増  減 △ 摘 要

1分 担 金 等 1,565,000 2.610,000 1ヽ,04,OIXl

1)加 盟 団 体 分 相 610,0 610,OC� (30000× 4+201X10× 7+10000× 35)× 2

惨)替 助 蓄 20()0 §1 655

2基 金 収 入 650000 21000〔

{1)去姜 金 収 入 ※ 65000C 21000f 中 期 爾 金 剰1子

3事 業 収 入 15100( 18Q000 △ 29000
(1)講 習 lbU IJ001   180 00U  ゝ 3000t (3000× 50)

②図 書 出 版 新規科 目

4寄 附 金 680000( 1600000U N200000
(1)一 般 寄 附 ※ 680000( 16000000 へ9200000
5補 助 金 1.000,00( 1,000.00U 0

(1)ス ポー ツ財団稲勘令 100000( 1,じ 00.00C 0 アK野 スポーツ旅興会よ り

6雑 収 入 36444 35000C 14443

(1)雑 収 ヌ 36444〔 350,00C 14443 普通預金利子 会報広告賛助料等
7繰 越 金 l,004bb bOt UUじ b04bb′ 54年度 よ り繰 越

〈
口 計 11,743,00( 21,290,00C N9,547,000

出

:き ・電話料など

職員 1名 (140,000× 14)臨 時 50,000

55年度 1,000,000 56年 度 500,000

印刷 配送費・執筆謝金J[学 校体育研究
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第 6号 学 体 連 会 報

昭和 55年度保健体育優良校
体育功労者表彰要項 (抜粋 )

本年度の表彰要項は、己に全国都道府県加盟団体に発送しました。各加盟団体におかれ

ては、それぞれ推せん委員会において、候補者の選定を進められることと存じますが、ここ

に改めて要項の抜粋を記 して、いっそうのご理解、ご協力をお願いいたします。

記

1 表彰式 昭和56年 1月 20日 (火)全 国学校体育研究大会の開会式に続いて実施 (東
京都渋谷区公会堂にて)

2.推せんの限度

(1)優良校 各都道府県 3校 まで。但し、東京都、特に希望する政令都市をもつ道府県
は 4校 まで。

0)功 労者 各都道府県 3名 まで。但し、東京都 6名 、特に希望する政令都市をもつ道
府県は 4名 まで。

3 推せんの手続き

(1)各都道府県ごとに推せん委員会 (10名 以内)を つくり、優良校及び功労者の候補を

決定する。

伐)9月 30日 (火)ま でに優良校、功労者の推せん理由書および推せん委員会名簿、推
せん一覧を学体連事務局宛送付する (所定用紙使用 )。 万一期限内に送付できない場合

は、早 目に文書をもって連絡すること。            、

4 表彰校・功労者の決定および通知

中央審査委員会は10月 30日 (木)ま でに優良校 功労者を決定し、各都道府県の推せ
ん委員会に通知する。

5.優良校として表彰が決定 した学校の提出を要する事項
(1)保健体育に関する研究のうち、次の研究内容を400字詰原稿用紙 5枚以内にまとめ

て11月 20日 (木)ま でに学体連事務局宛提出する。

①研究学校名、②研究者氏名、③研究題日、④研究目的、⑥研究対象・人員、⑥研究

方法、⑦研究内容、③結果の処理および活用、⑨結果の反省

(2)ス ポーツテス ト (体力診断テス ト、運動能カテス ト)を 実施して、その結果を11月

20日 (木)ま でに学体運事務局宛送付する。
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第19回全国学校体育研究大会について

理事長  重 田  一

昭和55年度に行う第19回全国学校体育研究大会は、間もなく要項ができあがりますが、とりあえず、その要点
をおしらせいたします。

1 期   日
昭和56年 1月 20日 〈火)、 21日 (水 )
2会  場
全体会場 東京都 渋谷公会堂 (東京都渋谷

区宇田川町 1～ 1)
電話 03-463-1211

分科会場 幼稚園、小・中・高・心身障害学
校別に会場を設ける。

3 参 加 者
学校体育指導者および保健体育行政機閲関係
者並びにこれに準ずる者

4研 究 主 題
「 望ましい態度 習慣の育成をめざして」
5  日    程

恣 9:∞ ll:∞ 121∞ 101∞ 14:∞   16:lKl

1月 20
日(火)
受
付
開会式
表彰式

講
話

昼

食

講

演

ポ

ム

ン

ウ
ンヽ
．ヽン

郁追府
県代表
者会議

会 場 渋 谷 公 会 堂

きく 9:Ю    12:oo 13:∞  15:lXl

1月 21
日(水 )
受
付
研究発表
研究協議

昼
食

ヂ

け
当

究

軌

研
友

■

閉
会
式

会 場 各 発 表 会 場

6 研
全国から募る。
幼稚園、小・中 ‐高校、養護
学校別に、5名以内。
従って、全国で25名以内。

「 学校体育 (体育の授業・部
活動・保健学習・保健指導を通
して……と解してよい)の効果
的指導法 特に望ましい態度・
習慣の育成をめざして」

応募申込み
ア 研究概要  2000字以内に研究の概要を

まとめたものをもって審査・

選定する。
審査・選定は、学体連研究委
員会が当たる。

イ あ て 先  応募申込みのあて先は次の通
り。

〒 151 東京都渋谷区代々木神園町 3の
1

国立ォリンピック記念青少年総合センター内
(財)日 本学校体育研究連合会
理事長 重 田  一 あて

ウ 締 切 り  昭和55年10月 20日 (月 )
幅)発表者決定通知  締切 り次第通知する。

“

)研究助成  発表決定の個人またはグループ
に対して、研究補助金6万円を支
出する。

「
)そ の 他  発表時間、原稿の枚数 その他

は、発表者決定次第通知する。
7 分科会講師  発表者決定次第速やかに決定、

公表する。
8 参加申込み
(1)参加申込期限 昭和55年 11月 20日 (木 )
9)参加申込方法
ア 各都道府県教育委員会は、参加申込者及び
参加費をとりまとめ別紙申込書により、下記
に申込む。

記
〒 151 東京都渋谷区代々木神園町 3の

1

国立ォリンピック記念青少年総合センター内
(財)日本学校体育研究連合会
理事長 重 田  一 あて
電弄舌
“
65二耀

普通預金口座

参加費は現金書留または振込みで送らね
たい。

イ 東京都内参加者は、幼稚園、小・中・高・
心障の研究団体ごとにとりまとめ8の 12)の ア
に申込む。
6)大会事務局 8の9)の アが事務局となる。
9参 加 費 1名につき3,000円

紀要の追加希望者は、 1冊 2000
円

参加申込み後の参加取消しについ
ては返金しない。 (紀要を送付す
る。)

表

者
員
犠隷象
0 主

なお、昭和56年度第20回大会は、大阪府で開かれることが決定しております。
第21回 大会以後の開催県を求めております。ご協力下さいますよう、お願い申し上げます。    以 上
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第 6号 学 体 連 会 報

昭和55年度全国学校体育指導者

講 習 会 に つ い て

本年度の事業計画に示した標記講習会は、「 体育学習の効果的指導法―一 特に望ましい

態度・習慣の育成を目指して 」を主題として予定しました。つきまして、現下児童・生徒の

実態に鑑み、体育指導においても上に掲げた主題の趣旨実現のため大いに研究、工夫が迫 ら

れてお ります。本講習会はそのような学校体育の現場課題解決の一助として、斯界の高名、

練達の先生方を講師として実施いたします。夏季休暇中ではあ りますが、ふるってご参加下

さるようお願いいたします。

記

1.名 称 全国小学校体育夏季講習会
2 主 催 財団法人 日本学校体育研究連合会
3.期  日 昭和 55年 8月 27日 (水)午 前 9時～午後 4時

4 会 .場  東京都立富士高等学校 東京都中野区弥生町 5-21-1

(地下鉄中野富士見町駅下車徒歩 3分 )

電話 03(382)l1601-2

5.講習会の主題 体育学習の効果的指導法――特に望ましい態度・習慣の育成を目指す

指導の在 り方について

6 主題の趣旨 近時小学校の児童の体格、体力は著 しく発達していることは周知の事実
でありますが、これらのことは、特に学校体育にたずさわる諸先生方の

ご努力の賜であることは論をまたないと考えます。 しかし、一面体育指

導の現状をみると、体力や運動技能の向上をはかることに重点がおかれ

るあまり、体育の目標に示されてある「 望ましい態度・習慣を養 うJこ

とには、必ずしも十分な指導上の配意がなされていないのではないかと

考えられる傾向がみられます。特に最近の低年齢層の非行多発を考えると

き、かの有名なユベナリスの「 健全な身体に健全な精神が宿れかし Jと

言った言葉が今日にして痛烈に感ぜざるを得ません。 このようなことか

ら学体連では、 この問題解決の一助として、上に掲げた主題の もとに全

国小学校体育夏季講習会を計画いたしました。奮 って多数ご参加下さい。
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7 講 師 望ましい態度・習慣の育成のシステム化

(財)日 本学校体育研究連合会会長

国立特殊教育総合研究所長    大 石 三四郎

体育実技における望ましい態度・習慣の育成

東京女子体育大学教授      遠 山 喜一郎

基本の運動における効果的指導法

東京都立教育研究所主任指導主事 加 室 ― 臣
ゲームにおける効果的指導法

東京都立教育研究所指導主事   藤 崎   敬
8.日  程 受付 午前 9時～ 9時 30分 理論  9時 40分 ～10時 40分

理論 10時 50分 ～11時 50分  昼食 12時～午後 1時

実技 午後 1時～ 1時 50分 実技 午後 2時～午後 4時

9.申 込期日 昭和55年 8月 20日
10.申 込先 0150 東京都渋谷区代々木神園町 3番 1号

国立オリンピック記念青少年総合センター内

(財 )日 本学校体育研究連合会事務局

電話   03(465)3954

11 会 費  1,51Xl円  当日会場受付にて納入のこと。

ATA主 催のテービング・ トレーナーズ
講習会のお知らせ

米国からRFマ ラクレア氏 とD.ダ ロベ ック氏の両指導者を招 き、昭和55年 7月
19日 (土)よ り23日 (水)の 5日 間、神奈川県横須賀市にある国立特殊教育総合

研究所の研修棟を会場に開催 される予定です。

今回は障害者体育への応用を含めて、特色あるものにな りそうです。

<問い合せ先>
0470-03 豊田市貝津町床立 101 電話  0565(45)0971

ATA理 事長 本 間 幸 雄
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都道府県名 氏 名 勤 務 先 職 名

東 一示 沼 舘 定 康 世田谷区立砧小学校長

神 六 高 橋 信 勝 県立茅ケ崎北陵高等学校教諭

斉 藤 正 三 神奈川県立体育センター

千 葉 石 川 恒 雄 県教育庁体育課学校体育係長
埼 玉 前 田 耕 平 県立浦和高箸学校長
群 馬 福 島 広 司 県立中之条高等学校長

栃 木 沼 尾 省 治 今市市立豊岡中学校長

茨 城 海老原 利 彦 県教育委員会体育課学校体育係長
l11 梨 小石沢   正 塩山市立塩山中学校長
長 野 大河内 一 樹 高遠町立高遠小学校長

新 潟 川 井 定 雄 長岡市立山本中学校長

石 ′|| 羽 柴 清 信 金沢市立額小学校長

福 井 川 上 正 博 武生第一中学校長
岐 旱 横 井 宣 生 県立高津高等学校長

静 岡 杉 山   繁 静岡市立長田西中学校長
愛 知 松 本 呈 郎 春日井市立味美小学校長

重 大 内   武 伊勢市立修道小学校長
滋 賀 横 田 證 真 五個荘町立五個荘小学校長

一示 都 井 上 淳 三 京都市立柏野小学校長

大 阪 平 石 亮 三 府立北野高等学校教諭

尾 崎 弘 明 府立岸和田高等学校長

兵 庫 山 田 忠 一 明石市立大久保中学校長
″ 沢 村 太 郎 兵庫県教委体育保健課学校体育係長

奈 良 土 谷 正 規 奈良女子大学文学部付属小学校教諭

和 歌 山 加 藤   晃 和歌山市立宮小学校教頭
島 根 渡 辺 春 夫 島根県教育庁保健体育課長

岡 山 岡 田 政 敏 県立岡山南高等学校長

広 島 広 川 義 信 皆実高等学校長
山 口 藤 沢 菊 治 山口県教育委員会保健体育課長

徳 島 松 浦 道 雄 徳島市徳島中学校長

香 光 藤 芳 夫 県立高松高等学校長

愛 媛 藤 原 建 樹 西条市立南中学校長

第  6 号 報連体学 第  6 号

学 体 連 の 近 況

「現代小学校体育全集J(仮称)の刊行を目下精力的に編集を進めてお ります。

できるだけ各地区の多くの先生方にご執筆を依頼する予定ですので、その節

はよろしくご協力下さい。

「親 と子の健康とスポーッ」(仮称)の刊行を準備してお ります。最近の幼児、

児童、生徒の生活実態から見て、手短かで理解 し易い、実践的な学校、家庭

での指導の手がかりを集録 したいと考えてお ります。刊行の節はよろしくお

願いいたします。資料等参考になるものがありましたらお送 り下 さい。

機関誌 (体育雑誌〉の刊行。昭和55年度の全国評議員会で慎重 調 査 の上 実

施せよとの意見 もあり、今年はこれが実施のための調整、準備活動を進めま

す。

報連体学

覧員議評

1

都道府県名 氏 名 勤 務 先 職 名

局 知 前 田 幹 夫 高知大学教育学部教授

福 岡 大 石 英 幸 県立城南高等学校教諭

森   武 彦 福岡市立美和台小学校長
佐 賀 山 口   保 佐賀市立城南中学校長
長 崎 藤 田 茂 幸 長崎県教育委員会休育保健課長

熊 本 道 田 繁 久 熊本市立砂取小学校長

大 分 橋 本   清 大分市立植田中学校長
宮 崎 濱 田 宣 弘 県立宮崎南高等学校長

鹿 児 島 北之園 達 之 鹿児島市立鹿児島女子高等学校長
沖 組 知 念   清 中城村立津覇小学校長
北 海 道 川 田 正 徳 北海道女子短期大学教授

笈 川 定 男 札幌市立西陵中学校長
〓
日 森 新 岡 精 弥 県立青森西高等学校長

岩 手 坂 本 弘 泰 県立雫石高等学校長

宮 城 洞 口 六 夫 宮城教育大学助教授
秋 田 岩 谷 文 雄 県立西仙北高等学校長

山 形 河 田 利 夫 県立天童高等学校長
福 島 遠 藤 辰 雄 福島大学教育学部教授
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第  6 号 学 体 連 会 報

学体連は多年にわたり、多額な寄附金などによって学体連の事業遂行に多大なる貢献を

した明石被服興業株式会社、日本教育シューズ協議会、児島株式会社、株式会社 グリー
ン

メイ トの四社を 4月 27日 の評議員会に先立 って表彰を行いました。表彰状の写しを下記の

とお り記載いたしましてご参考に供します。
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第 6 号

編 集 後 記

○毎年のことながら、 うっとおしい梅雨の季節とな りました。しかし、雨にけぶる代々木

の森 も一段 と緑が濃 く、美しい自然と近くでの青少年の元気な声が仕事に疲れた心に生

き生 きとしたものを感 じさせます。

○本年度第 1回の会報第 6号 を発行することができました。本号は、学体連の事業がどの

ようなものがあるかについてご理解いただけるようまとめました。限 られた頁数なので

意を尽し得ませんが、ご了承下 さい。

評議員の名簿は、今年新 し くな られて、ご報告のあった方だけ訂正して掲載いたし

ました。今後新しくなられた方は次の機会に掲載いたしますので悪しからずご了承下 さ

○本年度の会報は 2回予定しています。会報についてのご意見、ご希望があ りましたら遠

慮なくお申出下さい。できるだけご期待にそいたいと思います。

○事務局より各都道府県の会長殿に何かと調査などお願いしてお りますが、煩わしいとは

思いますが、何卒ご協力下 さいますようお願いいたします。

報連体学
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